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愛知県国際農友会だより 
 

 

 

 

 

 

 

 

～愛知県国際農友会活動について～ 
                            会長 天野  治（豊橋） 

会員交流会、国際農業者フォーラム、そして総会とご参加、ご協力ありがと

うございました。担当の田原支部、西尾支部の皆さん、大変お世話になりました。 

ＴＰＰ大筋合意・農協改革という情勢下、グローバルな人材育成が求められて

おり、この海外研修事業に寄せる期待は高まっていると感じます。 

農業高校、県農業大学校への啓発・広報宣伝活動をとおし、若者の目を覚まさ

せていきたいと思います。 

今後も本会の活動に対して関係機関のご指導をお願いいたしますとともに、会

員の皆様の更なるご活躍、そして本会へのご協力をお願いいたします。 

  

～会員交流会・肉祭りを開催して～ 

                                             理事 太田 一臣（田原） 

平成 27 年８月５日、今回は田原・仁崎海水浴場にて会員交流会を開催し、愛知県の端っこという立

地にも関わらず 100名を超える方に参加していただきました。 

今年は『肉祭り in TAHARA』と銘打ち、各種肉料理のＢＢＱやセルフメイキングハンバーガー、海水

浴など、大人も子供も楽しめる機会になればと、支部内で何度も打

ち合わせを重ね当日を迎えました。 

それでも準備が行き届かず色々と不備な部分があったかと思い

ますが、皆様から持ち寄って頂いた農産物や６次産業化の取組でで

きた商品など、皆様の協力、また、あたたかい言葉に支えられ予定

通り進めることができ、農友会らしいアットホームな交流会ができ

たと思います。 

 今回、田原支部で担当をさせていただいいて、支部内での交流、結束を深めるいい機会ともなり、私
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たちにとっても良い夏の思い出となりました。 皆様、本当にありがとうございました。 

～農業高校での啓発活動を実施して～ 

理事 加古 邦博（知多） 

平成 27 年 12 月７日の 13 時より半田農業高校で啓発活動を行いました。杉浦副会長の概要説明から

始まり、アメリカ研修ＯＢの近藤君（半田市）とヨーロッパ研修ＯＢの中村君（常滑市）の２名が体験

談を交えて生徒達にいろいろ話をしてくれました。 

さすがこの会のＯＢの皆さん、お話が大好きな方が多く、予定時

間をオーバーしても話し足りない様子でした。 

正直、高校生がどんなリアクションをしてくれるのか不安もあっ

たのですが、非常に真面目に話を聞いてくれました。質疑応答の時

も具体的な質問が出たりして、とても有意義な会になったのではな

いかと思います。 

最後にアンケートを提出してもらったのですが、多くの生徒が海

外研修に興味を持ってくれたようです。 

～国際農業者フォーラムを終えて～ 

                                             理事 榊原 敏光（西尾） 

平成 28 年１月 21 日、西尾市内にて国際農業者フォーラムを開催しました。今年度は「西尾の産業に

学ぶ」をテーマに６次産業化に成功した市内の特産物（抹茶･ウナギ）を扱う企業の視察を行いました。 

メディアにもふんだんに登場する『うなぎ割烹みかわ三水亭』の三河淡水魚（株）、西尾の抹茶業界

をリードする（株）あいやを見学しました。生産者として、加

工・販売・店舗経営の確立が巨額の利益を生み出す実例を垣間

見た方も少なくなかったのではないでしょうか。 

また、第 43 回日本農業賞を受賞したＪＡ西三河きゅうり部

会の選果場にも立ち寄りました。 

雪に降られる事がしばしばあるフォーラムですが、今年の開

催日は、降雪翌日の晴天だったのは、ご参加いただいた皆さま

の心がけが良かったからだと心から感謝いたします。 

 

～東海・近畿・北陸ブロック国際化対応営農研究会に参加して～ 

                                             副会長 大島 智（尾張東） 

平成 28 年２月９日に、会長をはじめ役員９名・知多支部１名・豊田支

部３名・豊橋支部１名の計 14 名で、三重県で開催された「東海・近畿・

北陸ブロック国際化対応営農研究会」に参加しました。 

講演では、タイ王国タマサート大学元副学長ソムチャイ博士が「日本農

業への提言」と題しお話をされ、その後３名から事例発表が行われました。 

研究会終了後に開かれた交流会では、和太鼓や餅つきで場が盛り上がり、

異業界をまたぐ情報交換も活発に行われ、研修時の思い出話にも花が咲き、

天野会長あいさつ（次回開催県） 

うなぎの選別 

啓発活動の様子 
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あっという間の時間でした。 

次年度の開催県は愛知県という事で、より多くの方々が参加していただき、よりいっそう素晴らしい

研究会が開催できればと思います。 

～平成 2７年度米国農業研修生の壮行会に参加して～ 

                                             副会長 杉浦 知広（西尾） 

平成 28 年３月 24 日、国立オリンピック記念青少年総合センターにて米国農業研修生の壮行会が行わ

れました。駐日米国大使館農務部農務官の Evan Mangino さんを始め、たくさんの来賓と研修生の父兄

が出席されました。 

本年度、愛知県からは瀧裕介くん、山口県推薦ですが私のと

ころで渡米前実習をした小田大地くんが渡航することとなり

ました。今回は、私が受け入れた研修生がいたので、壮行パー

ティーでは父兄の方々と思いを共有することができました。私

が研修していたころに生まれた子たちですが、想いは今も昔も

変わりません。 

平成 28 年３月 25 日、46 名が期待と不安をいだきアメリカ

へ旅立っていきました。 

みんな、がんばれよ～！！  

～アジア農業研修生の受け入れ～ 

 (公社)国際農業者交流協会が実施している「アジア農業青年

人材育成事業」により、本会の会員がアセアン諸国等の海外農

業研修生を受け入れています。本年度は本県にインドネシア、

マレーシアから計６名の青年が訪れ、４月 24 日から約 10 か月

間、本県の各会員宅に滞在し、研修されました。 

本会では、通常総会にあわせて歓迎会を開催したほか、会員

交流会や国際農業者フォーラムにも研修生の皆さんに参加いた

だきました。また、公益社団法人国際農業者交流協会から地方

研修を委託され、12月２日から３日の２日間、愛知県農業総合

試験場などで視察研修を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修生氏名 出身国 受入会員（支部） 作目 

アリフ クルニアワン ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 横山 賢一（尾張東） 野菜 

ワシス プラソジョ ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 宮下 優子（尾張東） 酪農 

ヘンドリク ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 原  宜延（海部） 切花、水稲 

アブデュル ハミド ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 平田 正樹（西尾） 切花 

ユディ ファールディン ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 内藤 尚志（西尾） 切花 

アブドゥル ハリム 
ビン アワル 

ﾏﾚｰｼｱ 永井 祥一（田原） 養鶏 

海外農業研修生及び受入会員 

地方研修（愛知県農業総合試験場） 

渡航する研修生 
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平成 2７年度の主な活動 

 

■ 平成 27 年度通常総会 

６月３日、名古屋市の名古屋栄東急ＲＥＩホテルで開催し、

平成26年度事業報告と平成27年度事業計画などが承認され

ました。総会には、愛知県農林水産部長の加藤正人様を始め

関係機関の方々に多数御出席いただき祝辞をいただきまし

た。 

今回は、総会前に公益社団法人国際農業者交流協会の坂元

良二様から「国際農業者交流協会事業と海外派遣研修の現状」

として講演をいただきました。 

総会後には、平成 26 年度中に帰国されました海外派遣農

業研修生の帰国報告会、平成 27 年度のアジア農業研修生の歓迎会を行うとともに、引き続き交流会を

開催し、会員相互の情報交換を図りました。 

 

■ 新たな海外派遣農業研修生の発掘 

７月７日に愛知県立農業大学校において、農大生 85 名の参加者に対して「海外派遣農業研修事業説

明会」を開催しました。当日は本会の杉浦副会長から事業内容を紹介するとともに、派遣研修体験者３

名からオランダ、アメリカ研修についてお話いただきました。 

また、10 月 13 日には愛知県が行う「海外派遣農業研修生推薦選考会」に協力し、佐藤太治理事（尾

張西）が選考委員を務め、１名を国際農業者交流協会に推薦しました｡ 

さらに、昨年度から開始した農業高校における啓発活動につきましては、本年度は３校に拡大して実

施し、各地区の理事が中心となって高校生に海外農業研修について説明を行いました。 

 

海外派遣農業研修の啓発・推進 

期   日 場   所 主  な  内  容 

平成27年７月７日 愛知県立農業大学校（岡崎市） 

海外研修希望者等に対する事業説明 
 
海外研修修了者の体験報告、意見交換 

平成27年９月８日 渥美農業高等学校（田原市） 

平成27年10月16日 安城農林高等学校（安城市） 

平成27年12月７日 半田農業高等学校（半田市） 

 

■ 海外派遣農業研修生の激励 

平成 28 年３月から、県推薦の瀧 裕介くんがアメリカ（造園）に派遣されました。 

２月の国際農業者フォーラムには、都合により残念ながら出席はいただけませんでしたが、研修への

抱負などについてコメントを届けていただきました。 

 
紹介コーナー 

○愛知県国際農友会のホームページアドレス http://www42.tok2.com/home/nouyukai/index.html 

○公益社団法人国際農業者交流協会のホームページアドレス http://www.jaec.org/ 

総会の様子 


